






































































































































（相互理解，寛容加 ： >（友惰，信頼） ぐ
『へらぶなっり 』 < 本時『ないだとえ-が―-お
B-U(3/5)+J t のなでしこジャパン』，
























































• 最高の仲間とは，全員が 8 の字で集中することや，
ミスをしても責めないことです。
・体育で相手がミスをしても，責めないで「ドンマ
イ」と言ってあげたいです。今日から，仲間を信じ
ようと思いました。
子どもたちの振り返りの下線部から，自分事として，
道徳の資料と向き合い考えることができたと考える。
日常取り組んでいる 8の字跳びから，「心を一つにする
にはどうすればいいだろう」という学習課題を設定し，
泣き崩れていたなでしこジャパンのみんなを笑顔にし
たことについて話し合うことで，深めることができた
と考える。
また，泣き崩れていたなでしこジャパンが笑顔にな
ったことを考える際実体験とつなげて意味を考えら
れるようにするために「みんなは，泣き崩れるくらい
くやしいことがありますか」と切り返し発問をしたこ
とで，より実感して考えることができた。最高の仲間
や，信じ合うことについての意味を深く考えることの
土台づくりになったと言える。
第5時特活『「心ひとつに」への道をふりかえろ
う』
（子どもたちの振り返りより）
. 3つどれも大事だと思った。
• この 3つに共通しているのは，相手の気持ちを考え
る事だと思います。
• この授業で，友達関係が良くなったと思います。全
度， 一方的に責めたり，差別したりしないよう
に気をつけたいです。
• 8の字でもみんなを信じることが大切だと思いまし
た。
• 3つの話を学習して，僕が思ったことは，相手の気
持ちを考えるというのは，今まで思っていた以上に
大切なことなんだなあと思いました。
・私は，心を一つにするには，相手の気持ちを考える
ことが大切だと思いました。
「友達との関係の在り方」についてこれまで学習して
きた道徳科『えっどうして』（公平，公正，社会正義）
道徳科『へらぶなつり』（相互理解，寛容）道徳科『な
みだとえがおの「なでしこジャパン」』の3つの授業を
振り返り，どんな学習だったかを再確窟几た。次に，
「この 3つの学習で学んだことから共通することは？」
という発問をしたとき，子どもたちが 「あっ。」と気付
いて， 「どれも，相手の気持ちを考えることが大切t~ 」
という意見が出た。相手の気持ちを大切にすることは，
わかっていることだが，今回， 3つの話の内容が違う
が友達との関わりで相手の気持ちを大切にすることが
やはり重要なんだということを実感として再確認でき
た。また，子どもたちの振り返りの下線部からも，自
分事とし考えることができたと言える。
4. 成果と課題
「友達との関係の在り方」について道徳科『えっど
うして』（公平，公正，社会正義）道徳科『へらぶなっ
り』（相互理解，寛容）なみだとえがおの「なでしこジ
ャパン」の3つの授業を，単元を組んで行い，関連付
けて考えることで友達関係において相手の気持ちを考
えるということをより深く理解することができた。
また，授業をまとめた教室掲示を行うことでも， 3つの
話の内容が違うが友達との関わりで相手の気持ちを大切
にすることがやはり重要なんだということに気づくことが
できにそして切り返し発問を行うことでより実感として考
えることができ効果的であった。
子どもたちの実生活と結びついたテーマを設定して道
徳の時間をとおして追究していく取り組みは，日常生活と
道徳の資料がつながり自己の生き方について考えをより
深めることができた。
普段の生活の中でも「ナイス」「ドンマイ」のような相手
のことを考えた声かけややさしい心遣いが増えている。
総合単元型の学習おいては，まとめの学習（第5時）で，
関連づけを促す言葉かけをすることや，関連付けて知識
がつながることの大切さを実感した。今後は，関連づけ
を促す言葉かけや，関連付けて知識がつながるための
手立てを考えていきたい。そして，よりよい自己の生き方
について考えを深める道徳科の授業づくりをさらに研究
していきたい。
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